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一
、
日
　
時
　
８
月
㉓
日
㈯
　
受
付  

午
後
⓬
時
㉚
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
試
合
開
始
　
午
後
１
時

4

4

4

4 

二
、
場
　
所
　
藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
集
会
室

三
、
対 

象  

者
　
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
で
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
。

四
、
種
　
目
　
個
人
戦
の
み
（
午
後
３
回
戦
）

　
　
　
　
　
　
☆
３
回
戦
の
合
計
点
数
で
順
位
を
決
定
。

五
、
会
　
費  

千
円
（
賞
品
代
・
当
日
集
金
）

六
、
申
込
締
切
　
８
月
⓯
日
㈮

　

①
大
会
は
町
シ
ニ
ア
連
大
会
ル
ー
ル
で
行
い
、
そ
の
他　

　
　

必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
当
日
説
明
し
ま
す
。

　

② 

表
彰
は
１
位
～
⓾
位
迄
と
飛
び
賞
、
当
日
賞
、

　
　

Ｂ
Ｂ
賞
、
ビ
リ
賞
で
す
。

　
　

ま
た
参
加
者
に
は
参
加
賞
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

③ 

昼
食
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

④ 

大
会
会
場
で
、
賭
け
・
飲
酒
・
喫
煙
は
禁
止
で
す
。

七
、
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
へ
お
願
い

　

参
加
申
込
書
を
【
白
寿
八
月
号
】
に
同
封
し
ま
す
の
で
、

　
　

会
員
の
参
加
希
望
者
に
配
布
し
て
下
さ
い
。

6
月
㉗
日
㈮ 

９
時
よ
り
、第
７
回
シ
ニ
ア
連
会
長
杯
「
ペ

タ
ン
ク
大
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
参
加
チ
ー
ム
の
選
手
㊴
名

と
役
員
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
等
で
合
計
�
人
ほ
ど
に
な
っ
た
。

予
選
リ
ー
グ
で
は
、
ど
の
チ
ー
ム
も
実
力
が
拮
抗
し
、
熱

戦
が
続
い
た
。

予
選
を
勝
ち
上
が
っ
た
６
チ
―
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

に
進
み
、
経
験
豊
富
な
強
豪
、「
東
町
A
」
チ
ー
ム
が
優
勝

し
た
。

　
〝
巨
人
モ
チ
ー
フ
木
造
駅

　
　
　
　
　
し
ゃ
こ
ち
ゃ
ん
〟

一
．
期
　
日
　
9
月
４
日
㈭

二
、
研
修
先
　
つ
が
る
市 

縄
文
住
居
展
示
資
料
館
カ
ル
コ

　
　（
大
型
竪
穴
住
居
建
物
を
復
元
し
て
お
り
、
縄
文
時
代

　
　
の
生
活
が
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
遮
光
器
土
偶

　
　
等
の
精
巧
な
レ
プ
リ
カ
の
ほ
か
土
器
・
石
器
な
ど
を
展

　
　
示
し
て
い
ま
す
。）

三
、
休
憩
先
　
稲
垣
温
泉
ホ
テ
ル
「
花
月
亭
」

四
．
参
加
料
　
二
千
二
百
円
　
当
日
集
金

五
、
集
　
合
　
藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
８
時
㊿
分

六
、
出
発
時
刻
　
９
時
　（
稲
垣
温
泉
の
送
迎
バ
ス
使
用
）

七
、
申
込
締
切
　
８
月
⓴
日
㈬
　
先
着
㉘
名

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
両
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
迄

八
、
復
路　
稲
垣
温
泉
ホ
テ
ル
「
花
月
亭
」
発　
　
３
時

　
　

途
中
、
つ
が
る
市
〝
農
産
物
直
売
所
〟（
柏
地
区
）
で

　
　
買
い
物
等

九
、
藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
着　
４
時
の
予
定

　
　
是
非
ご
参
加
の
程
、
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
※
お
問
い
合
わ
せ　
�ｰ

2
3
4
9
（
福
田
夏
子
）

平
成
⓱
年
に
常
盤
・
藤
崎
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
合
併
し

同
年
９
月
に
機
関
紙
【
白
寿
】
第
１
号
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
⓴
年
経
過
し
、
次
号
の
９
月
１
日
号
が
２
４
０
号

と
な
り
満
⓴
年
と
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
⓴
年
を
振
り
返

り
、
会
員
皆
様
の
単
位
ク
ラ
ブ
の
活
動
の
思
い
出
や
苦
労
話

な
ど
本
紙
へ
の
ご
意
見
を
ご
投
稿
頂
き
、
紙
面
に
て
発
表
し

て
い
く
予
定
で
す
。

記
事
は
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
一
～
二
枚
程
度

内
容
は
自
由
で
す
。
会
員
皆
様
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
居

り
ま
す
。

第
１
回
理
事
会
を
左
記
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

一
、
日
　
時
　
８
月
㉘
日
㈭
　
⓾
時

二
、
場
　
所
　
町
文
化
セ
ン
タ
ー
　
多
目
的
ホ
ー
ル

三
、
案
　
件　

　
⑴
長
寿
顕
彰
式
・
健
老
の
集
い
に
つ
い
て

　
⑵
理
事
研
修
旅
行
に
つ
い
て
、

四
、
そ
の
他

宮
川
房
子
、
坂
岡
京
子
、
松
田
栄
子

8 月　行　事　予　定　表
日 曜 行　　事 時刻

1 金 役員☏研修会・ 10:00
シニア連役員会 13:00

2 土 レクダンス部 _ 9:30
3 日
4 月
5 火 囲碁・将棋部 12:30
6 水
７ 木 囲碁・将棋部 12:30
8 金 日本舞踊部 13:00
9 土 レクダンス部 _ 9:30
⓾ 日
11 月 山の日
12 火 囲碁・将棋部 12:30
13 水
14 木
15 金
16 土 レクダンス部 _ 9:30
17 日

18 月
生け花部 10:30
芸能部 12:00
広報委員会 13:30

19 火 囲碁・将棋部 12:30
20 水 花火大会
21 木 囲碁・将棋部 12:30
22 金 日本舞踊部 13:00

23 土 レクダンス部 _ 9:30
夏季トランプ大会 13:00

24 日
25 月 芸能部 12:00
26 火 囲碁・将棋部 12:30
27 水 茶道部 13:00

28 木 シニア連理事会 10:00
囲碁・将棋部 12:30

29 金 【白寿】配布日 16 時以降
30 土 レクダンス部 _ 9:30
31 日

　
夏
季
ト
ラ
ン
プ
大
会
の
お
知
ら
せ

シ
ニ
ア
連
女
性
部

　
研
修
旅
行
の
お
知
ら
せ

輝
い
た
練
習
成
果

　
　

シ
ニ
ア
連
会
長
杯 

ペ
タ
ン
ク
大
会

  3 位～ 4 位決定戦    5 位～ 6 位決定戦

JR 五能線木造駅舎
亀ヶ岡遺跡から出土した遮

光器土偶（通称しゃこちゃ

ん）の形をした迫力ある駅

舎です。列車の到着時には

しゃこちゃんの目が七色に

光り教えてくれます。

つがる市観光ガイドより転載

【
白
寿
】
原
稿 

投
稿
の
お
願
い

シ
ニ
ア
連 

第
１
回
理
事
会
の
お
知
ら
せ

 

各
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
　

 

各
専
門
部
長
・
広
報
・
若
手
・
女
性
委
員
長 

﹈
各
位

榊
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

　
伝
馬
喜
楽
会

　
松
葉
会
Ｂ

　
常
盤
養
命
会
２

　
東
町
Ａ
チｰ

ム

　
東
町
Ｂ
チｰ

ム

  優勝　東町Ａチ－ム　加福哲三、清野正廣　加福孝二、

  準優勝　伝馬喜楽会

三
浦
勝
栄
、
清
野
藤
雄
、
新
岡
百
子

佐
藤
秀
子
、
対
馬
と
も
ゑ
、
能
登
谷
光
子

成
田
京
子
、
工
藤
れ
つ
子
、
長
谷
川
富
貴
子

加
福
哲
三
、
加
福
孝
二
、
清
野
正
廣

白
戸　
治
、
加
藤　
智
、
成
田
明
人

３
位

５
位

４
位

６
位

　
東
町
Ｂ
チ
ー
ム

榊
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

　
松
葉
会
Ｂ
チ
ー
ム

　
常
盤
養
命
会
２

宮
川
房
子
、
坂
岡
京
子
、
松
田
栄
子

白
戸　
治
、
加
藤　
智
、
成
田
明
人

佐
藤
秀
子
、
対
馬
と
も
ゑ
、
能
登
谷
光
子

成
田
京
子
、
工
藤
れ
つ
子
、
長
谷
川
富
貴
子

シニア連ペタンク大会出場選手
令和７年６月２７日（金）

コート番号 チーム名 選　手　名

１
A 伝馬喜楽会 三浦　勝栄 清野　藤雄 新岡　百子
B 西豊田豊寿会 小田桐博子 福士　キワ 間山　キミ
C 常盤養命会 2 成田　京子 工藤れつ子 長谷川富貴子

２

A 桜組 佐藤　睦子 工藤　ヒサ 神　　昭子
B 吹き矢 木村　京子 鳴海三重子 小林　明美
C 榊シニアクラブ 宮川　房子 坂岡　京子 松田　栄子
D 亀田悠遊会 葛西　鉄美 平山　久雄 成田　久一

３
A 東町Ａチ－ム 加福　哲≡ 加福　孝二 清野　正廣
B 常盤養命会 1 白取　正美 小山内瞭二 三上　　－
C 松葉会Ｂチーム 佐藤　秀子 対馬ともゑ 能登谷光子

４
A 東町Ｂチーム 白戸　　治 加藤　　智 成田　明人
B 女性部 福田　夏子 成田　隆子 清野チル子
C 松葉会Ａチーム 佐藤　文雄 佐々木二三雄 対馬　勇一

合計　　　 ３９名
優勝　東町 A　左   加福哲、中   清野、右  加福孝 
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動
植
物　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

透

藤
崎
町
の
平
川
付
近
に
あ
る
リ
ン
ゴ
園
の
枝
の
隙
間
か
ら

白
鳥
が
数
羽
一
緒
に
飛
ん
で
行
く
の
が
見
ら
れ
た
。

町
の
人
は
そ
ろ
そ
ろ
春
近
し
と
感
じ
て
い
る
と
思
う
。

以
前
、
春
先
に
秋
田
北
空
港
（
大
館
・
能
代
）
の
ゴ
ル
フ

場
で
何
気
な
く
顔
を
上
げ
た
ら
、
ジ
ッ
ト
こ
ち
ら
を
見
て
い

る
動
物
が
居
た
。
天
然
記
念
物
の
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
で
あ
る
。

彼
（
彼
女
）
は
恐
れ
も
せ
ず
身
じ
ろ
ぎ
も
し
な
い
で
、
こ
ち

ら
の
成
行
き
を
見
て
い
た
。
彼
を
脅
か
さ
な
い
限
り
そ
の
ま

ま
の
姿
勢
で
あ
る
。
き
っ
と
私
の
フ
レ
ー
の
粗
末
さ
を
眺
め

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
？
。

以
前
に
米
国
人
が
リ
ス
を
食
べ
る
話
を
し
た
が
、
住
宅
近

く
の
そ
こ
ら
中
に
リ
ス
は
い
る
。
ま
た
、
日
本
で
も
札
幌
市

動
物
園
の
園
内
の
林
で
は
シ
マ
リ
ス
が
平
気
で
走
り
回
っ
て

い
る
。
余
り
人
を
恐
れ
も
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。

米
国
の
リ
ス
も
然
り
。
信
州
の
山
で
は
比
較
的
に
高
い
山

に
は
氷
河
期
の
生
き
残
り
特
別
天
然
記
念
物
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ

が
居
る
が
、
め
っ
た
に
見
ら
れ
な
い
。
も
し
、
お
目
に
か
か

れ
た
ら
ラ
ッ
キ
ー
で
あ
る
。

上
高
地
の
梓あ

ず
さ
が
わ川
上
流
の
カ
ッ
パ
橋
付
近
に
は
巨
大
な
イ
ワ

ナ
が
ウ
ジ
ャ
ウ
ジ
ャ
い
る
。
そ
こ
は
鳥
獣
保
護
区
で
狩
猟
禁

止
で
あ
り
、
魚
も
快
適
に
過
ご
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

私
は
鳥
も
花
も
勉
強
不
足
で
何
だ
か
分
ら
な
い
の
だ
が
、

少
々
自
宅
の
庭
に
来
る
鳥
や
山
草
の
名
前
く
ら
い
覚
え
て
お

き
た
い
も
の
で
あ
る
。
も
し
か
し
た
ら
学
校
で
教
え
て
い
て

も
私
が
興
味
が
無
く
サ
ボ
っ
た
せ
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
何

と
い
う
名
前
だ
ろ
う
と
思
う
こ
と
が
あ
る
。
樹
木
に
つ
い
て

も
同
様
で
あ
る
。

漬
物
の
話
を
す
る
が
、
野
沢
菜
は
根
菜
類
の
カ
ブ
の
一
種

で
あ
る
。
根
の
所
に
カ
ブ
が
あ
り
、
信
州
野
沢
温
泉
で
は
、

こ
の
カ
ブ
の
部
分
も
食
す
る
。
ま
た
、
野
沢
の
野
沢
菜
は
他

地
区
の
物
よ
り
太
く
大
き
い
。
そ
し
て
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
終

わ
り
の
頃
（
2
～
３
月
）
は
ア
メ
色
に
な
り
、
ま
た
美
味

で
あ
る
。
温
泉
水
で
洗
っ
て
か
ら
漬
け
る
た
め
と
か
言
う
話

で
あ
る
か
、
昔
京
都
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
カ
ブ
の
一
種
だ
と

か
。
本
物
の
も
の
は
味
が
良
い
よ
ネ
。

桜
島
小
み
か
ん
、
お
供
え
モ
チ
の
上
に
載
る
よ
う
な
小
さ

な
小
さ
な
ミ
カ
ン
で
あ
る
。
出
来
そ
こ
な
い
の
よ
う
に
思
え

る
程
の
サ
イ
ズ
で
、
普
通
の
ミ
カ
ン
の
四
分
の
一
程
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
記
事
に
書
く
の
で
あ
る
か
ら
、
さ
ぞ
や
美
味

か
ろ
う
と
思
う
で
し
ょ
う
。
実
は
、
実
は
本
当
に
美
味
な
の

で
あ
る
。
鹿
児
島
県
の
桜
島
周
辺
と
言
う
限
定
品
で
あ
る
。

生
産
数
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
全
国
的
に
流
通
し
に
く
い
果

物
を
の
一
つ
だ
そ
う
で
あ
る
。

さ
て
つ
れ
ず
れ
な
る
ま
ま
に
動
植
物
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト

し
て
み
た
。
楽
し
め
た
で
し
ょ
う
か
。

≲
苦
労
の
試
練
か
ら
日
々
の
感
謝
へ
　
そ
の
六
≳

前
回
ま
で
は
太
平
洋
戦
争
以
前
に
生
ま
れ
た
私
が
経
験
し

た
生
活
の
困
難
さ
を
書
い
て
き
ま
し
た
。

先
日
、
私
と
同
年
で
、
こ
の
白
寿
の
編
集
・
発
行
の
労

を
取
ら
れ
て
い
る
大
川
雄
弘
氏
か
ら
メ
ー
ル
を
頂
き
、
大
川

氏
も
私
と
同
様
な
、
或
い
は
も
っ
と
大
変
な
苦
労
を
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

戦
前
・
戦
中
生
ま
れ
の
人
達
は
、
戦
後
（
昭
和
二
十
年
以

降
）
生
ま
れ
の
人
は
知
ら
な
い
多
く
の
悲
惨
な
経
験
を
く
ぐ

り
抜
け
て
き
ま
し
た
。

戦
後
生
れ
の
人
達
で
も
電
気
洗
濯
機
・
電
気
炊
飯
器
・
電

気
冷
蔵
庫
・
テ
レ
ビ
・
電
話
な
ど
の
無
い
時
代
の
家
庭
生
活

や
、
耕
耘
機
・
ト
ラ
ク
タ
ー
・
田
植
え
機
・
稲
刈
り
機
・
ス

ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
・
除
草
剤
・
化
学
肥
料
な
ど
が
普
及

す
る
前
の
農
家
の
人
達
は
、
今
と
比
べ
て
大
変
な
苦
労
を
経

験
し
た
は
ず
で
す
。

私
は
多
く
の
お
年
寄
り
の
患
者
さ
ん
、
特
に
一
人
暮
ら
し

の
お
年
寄
り
か
ら
「
毎
日
な
ん
も
楽
し
い
事
も
、
面
白
れ
ー

こ
と
も
ね
ぇ
ー
、
早
く
死
に
て
ー
じ
ゃ
！
」
と
言
う
声
を
聞

い
て
き
ま
し
た
。

年
を
取
り
体
力
が
衰
え
慢
性
の
病
気
を
抱
え
る
と
、
今
後

の
人
生
に
不
安
を
感
じ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

前
に
書
き
ま
し
た
が
「
不
安
・
淋
し
さ
・
怒
り
な
ど
の
マ

イ
ナ
ス
感
情
が
溜
ま
る
と
ス
ト
レ
ス
と
な
り
「
頭
痛
・
頭
持

ち
が
悪
い
・
動
悸
・
耳
鳴
り
・
み
ぞ
お
ち
の
痛
み
・
不
眠

症
・
寝
汗
」
な
ど
に
悩
む
よ
う
に
な
り
、
医
師
に
訴
え
る
と

「
自
律
神
経
失
調
症
」
と
診
断
さ
れ
「
精
神
安
定
剤
」
を
処

方
さ
れ
た
り
し
ま
す
が
、
本
当
は
マ
イ
ナ
ス
感
情
が
自
律
神

経
に
悪
影
響
し
て
い
る
の
で
、
安
定
剤
よ
り
マ
イ
ナ
ス
感
情

を
除
く
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

藤
崎
町
の
総
人
口
は
約
一
万
五
千
人
で
、
六
十
五
才
以
上

は
約
四
千
七
百
人
（
約
三
十
四
％
）
で
す
。
ま
た
藤
崎
町
の

全
世
帯
数
は
約
六
千
三
百
世
帯
で
、
六
十
五
才
以
上
の
一

人
暮
し
世
帯
は
約
一
割
の
六
百
数
十
世
帯
で
す
。
そ
し
て

六
十
五
才
以
上
の
七
人
に
一
人
が
一
人
暮
ら
し
で
す
。

本
紙
の
読
者
の
皆
様
が
毎
日
を
愉
し
く
暮
ら
せ
れ
ば
、
こ

れ
か
ら
の
人
生
は
健
康
で
元
気
な
日
々
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

次
回
か
ら
愉
し
く
な
る
方
法
を
考
え
る
こ
と
に
し
ま
す
。

	

蛍
の
光
の
巻
　
其
の
二

弘
前
藩
の
行
政
区
画
は
、
田
舎
庄
常
盤
組
と
し
て
常
盤
村

（
以
下
村
を
略
す
）
榊
・
若
松
・
徳
下
・
徳
田
・
十
川
（
福

島
）・
葛
野
・
矢
澤
・
小
畑
・
俵
升
・
中
島
・
水
沼
・
中
野

目
・
五
林
・
柏
木
堰
・
吉
向
・
亀
岡
・
西
中
野
目
・
下
俵
升

と
あ
り
。
増
館
組
は
水
木
・
福
館
・
富
柳
・
久
井
名
舘
・
増

舘
・
目
鹿
沢
・
下
十
川
・
赤
茶
・
佐
野
・
松
枝
・
杉
・
銀
・

樽
沢
・
三
好
・
郷
三
枚
・
吉
野
田
と
あ
る
。
藤
崎
組
は
林

崎
・
深
味
・
長
野
・
太
田
・
辻
・
横
沢
・
飯
田
・
藤
崎
・
藤

越
と
あ
り
、
明
治
二
十
一
年
町
村
制
の
公
布
に
よ
り
明
治

二
十
二
年
四
月
一
日
、
常
盤
・
若
松
・
徳
下
・
福
島
・
榊
が

合
併
し
て
常
盤
村
と
な
り
、
久
井
名
舘
・
水
木
・
富
柳
・
福

舘
が
合
併
し
て
富
木
館
村
と
な
り
、
葛
野
・
藤
崎
・
藤
越
が

藤
崎
村
と
な
っ
た
。

ま
た
矢
澤
・
水
沼
・
柏
木
堰
・
俵
升
・
下
俵
升
・
五

林
・
中
野
目
・
西
中
野
目
・
亀
岡
・
吉
岡
・
中
島
・
小
畑
の

十
二
ヵ
村
が
合
併
し
て
十
二
里
村
と
称
し
た
。
昭
和
二
十
八

年
の
町
村
合
併
促
進
法
に
よ
り
常
盤
村
と
富
木
館
村
が
昭

和
二
十
九
年
五
月
三
日
合
併
し
常
盤
村
と
な
っ
た
。（
昭
和

三
十
年
十
一
月
三
日 

田
舎
館
村
高
田
地
区
と
徳
下
字
三
ッ

屋
と
一
部
境
界
変
更
に
よ
り
大
字
三
ツ
屋
を
設
置
）

か
く
し
て
平
成
の
合
併
に
よ
り
平
成
十
七
年
三
月
二
十
八

日
常
盤
村
と
藤
崎
町　
（
町
制
施
行
大
正
十
二
年
五
月
十
目
）

が
合
併
し
て
藤
崎
町
と
な
っ
た
。

以
上
の
経
過
を
た
ど
っ
て
常
盤
村
と
い
う
名
前
は
行
政
上

姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。

（
参
考　

新
撰
陸
奥
国
誌
に
よ
れ
ば
戸
数 

常
盤
四
六
、
若

松
二
五
、
榊
六
九
、
徳
下
三
六
、十
川
（
福
島
）
一
二
四
、

水
木
一
〇
四
、
福
左
内
四
一
、
久
井
名
舘
六
七
、
富
柳
四
八
、

福
館
七
七
と
記
さ
れ
て
い
る
）

よ
っ
て
藩
制
時
代
か
ら
の
名
前
は
藤
崎
だ
け
が
残
り
各
村

は
大
字
と
押
し
込
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
常
盤
と
い
う
言
葉

は
ど
こ
か
ら
出
て
来
て
誰
が
つ
け
た
か
は
文
献
は
全
く
な
い
。

貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
に
本
柳
村
を
常
盤
村
と
改
称
、
天

和
元
年
（
一
六
八
一
）　

常
盤
組
代
官
所
を
小
畑
村
に
置
く

と
常
盤
村
史
略
年
表
に
書
か
れ
て
あ
り
三
二
〇
有
余
年
使
わ

れ
て
来
た
常
盤
村
の
名
前
は
消
え
、
か
ろ
う
じ
て
大
字
と
し

て
常
盤
が
残
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
心
の
な
ぐ
さ
み
だ
ろ
う
。

明
治
の
合
併
で
日
本
に
「
と
き
わ
」
と
呼
称
し
た
地
区
は

十
三
町
村
あ
っ
た　
（
本
紙
平
成
四
年
七
月
号
参
照
）。
そ
れ

が
昭
和
の
合
併
で
我
が
ふ
る
さ
と
常
盤
村
と
福
島
県
田
村
郡

の
常
葉
町
の
二
カ
所
が
生
き
残
っ
た
の
だ
が
、
福
島
県
の
常

葉
町
は
今
年
三
月
一
日
田
村
郡
の
滝
根
町
、
大
越
町
、
都
路

村
、
船
引
町
と
合
併
し
て
田
村
市
と
な
り
地
方
公
共
団
体
の

名
前
と
し
て
は
と
き
わ

4

4

4

と
名
の
つ
く
所
は
、
日
本
国
か
ら
姿

を
消
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。

だ
が
、
旅
行
す
る
と
小
字
か
略
称
が
目
に
耳
に
す
る
こ
と

が
あ
る
や　

日
本
国
語
大
辞
典
に
は
「
…
と
こ
い
わ
の
変
化

し
た
語
。
常
に
変
わ
ら
な
い
、
岩
、
転
じ
て
永
久
に
続
く
こ

と
…
」　

ま
た
孫
の
辞
典
に
は　
「
一
年
中
緑
の
葉
を
つ
け
永

久
に
変
わ
ら
な
い
木
を
常
磐
木
と
言
う
」
と
あ
り
お
め
で
た

い
言
葉
で
あ
る
。

平
成
四
年
矢
立
を
腰
に
旅
に
出
て
か
ら
十
三
年　
「
爺

ち
ゃ
婆
ち
ゃ
か
ら
聞
い
た
常
盤
の
風
俗
」
と
合
わ
せ
る
と
延

十
七
年
誌
面
を
け
が
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
間
非
常
に
多
く
の
方
か
ら
お
教
え
を
い
た
だ
き
、
は

げ
ま
し
の
言
葉
に
ふ
る
い
た
た
さ
れ
、
今
日
ま
で
筆
を
執
る

こ
と
が
出
来
た
。
感
謝
の
念
で
一
杯
で
す
。

石
澤
清
五
郎
　

常
盤
ひ
と
り
旅

最 

終 

回 
  

老
い
を
愉
し
く

　
　
　
　
　
元
と
き
わ
会
病
院
長
　
永
山 

隆
造
　

第
十
七 

回 

ち
ょ
ち
ょ
じ

ひ
と
こ
と
の
言
わ
ぬ
が
花
が
咲
き
ま
し
た

ト
ミ
ヱ

鯉
の
ぼ
り
仲
間
探
し
に
大
振
り
舞

滝　
扇

痛
み
の
な
い
日
の
な
ん
と
い
う
あ
り
が
た
さ

さ
ち
子

本
当
の
主
役
は
塩
の
ひ
と
つ
ま
み

波　
麻

姉
二
人
雪
と
桜
の
中
で
逝
く

羊　
川

解
釈
の
仕
方
ひ
と
つ
で
青
い
空

   

川　
魚

脳
味
噌
の
カ
ビ
取
り
出
せ
ぬ
認
知
症

◇
◇ 

川 

柳 

藤
崎
地
区
◇
◇
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